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 要 旨   

目的：交感神経系（SNS）と副交感神経系（PNS）の動的なバランスを反映する心拍変動（HRV）の

性差とアルコール飲酒の関連性をより深く理解すること。 

 

方法：成人雌雄の Wistarラットにおいて、アルコール摂取量と時間領域 HRV指標（SDNNと rMSSD）

の関連性を、ベースライン時、アルコール摂取開始時、および飲酒中の 10 分間において検討し

た。特に、アルコール条件と強迫様条件（アルコール＋10 mg/Lキニーネ）下での HRVと HRの測

定値を比較した。 

 

結果：ベースライン時と飲酒開始時に高い PNS指標を示す雌は、アルコール摂取量が多かった。

一方、雄の摂取量は、飲酒開始時の潜在的な SNS指標の増加と関連していた。アルコール摂取後、

HRは雌の摂取量を予測した。強迫様摂取時における HRVの変化は、アルコール単独摂取時よりも

大きく、その HRV の変化（雌では SNS の減少、雄では PNS の減少と HR の増加）は強迫的摂取時

のアルコール摂取量と相関していた。 

 

結論：生物学的性別とアルコール飲酒に関連する新たな臨床的に重要な自律神経系の違いを発見

した。これは、異なる自律神経メカニズムが女性と男性のアルコール摂取の異なる側面を促進す

る可能性を示唆している。 

 


